
橋下維新の会共同代表の「従軍慰安婦」発言

橋下大阪市長 「地獄を見た」元慰安婦をさらに苦しめないで、
橋下 市長（日本維新の会共同代表）の従軍慰安婦の発言に、国内外から多くの批大阪

判があがっている。自信を持って持論を展開した橋下大阪市長であったが、批判は思っ

た以上に大きく、発言の弁明に追われている。

軍隊の暴力性の正当化は許せない！

橋下氏は、慰安婦は軍隊の規律を維持するため必要と主張している。軍隊の暴走を止

める道具として女性が利用されたのでは、たまったものではない。

辞書によると慰安とは 「慰め、労をねぎらう」とある。兵士の労をねぎらうために、

女性をあてがったのだ。そこには人権や人間性の欠けらもない。それが戦争なのだ。橋

下氏の発言は、軍隊の暴力性を認めた上でのものなのだ。

ウケを狙っての発言はテレビ的

テレビのバラエティ番組で巧妙なコメントで人気を得ていた橋下氏だが、今回の発言

は公的な政党の代表としてあまりにも非常識だ。

海外に広がる橋下批判

発言は瞬く間に全世界世界に発信された。

「橋下市長は戦時の性奴隷は必要」慰安婦でな

く性奴隷と英訳されている（米ニュースサイ

ト）ドイツの大衆紙では「市長が強制売春弁

護」などと紹介されている。表現の仕方は賛否

があるが、発言の本質をとらえている。また弁

明機会を海外記者に求め開いた会見も人権、歴

史、いずれもかみ合わず不発に終わったのであ

った。

低迷すする最近の維新の会の人気に焦る超保

守的な発言は選挙目当てとしても情けない。
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